
緒 言

国内産グリーンアスパラガスは春の野菜であったが，

年代後半から 年代前半にかけて西南暖地で立茎

栽培技術が開発されたことから，最近ではほぼ周年的に

グリーンアスパラガスが流通している。 北海道におい

てもハウス立茎栽培技術の導入が進み，春から秋にかけ

てグリーンアスパラガスの長期出荷が可能となってきて

いるが，この作型では収穫期間が長期にわたり，立茎前

後で若茎の生育環境が大きく変化することから若茎の内

部品質が大きく変動している可能性がある。しかし，ハ

ウス立茎栽培における内部品質の経時変動に関する報告

は少ない ）。

そこでハウス立茎栽培におけるグリーンアスパラガス

若茎の 値とアスコルビン酸含量に着目して調査を

行い，これら内部成分の経時変動について若干の知見を

得たので報告する。なお，本報では作型の違いによる比

較も行うために露地普通栽培の若茎も調査に用いた。ま

た，ハウス立茎栽培における立茎本数の違いがこれら内

部成分に与える影響についても調査した。

試験方法

年にハウス立茎栽培（ 年生株， 区 株， 反

復）および露地普通栽培（ 年生株， 区 株， 反

復）において調査した。供試品種は ガインリム およ

び ウェルカム とし，ハウス立茎栽培の立茎本数処理

は 本 株， 本 株（以下， 本区， 本区）の 水準

とした（立茎本数処理は 年まで同一処理区で

継続）。各区から収穫した若茎を処理水準ごとにまと

め， 調製時に 本重 （ 規格）とな

る規格内若茎を毎回 本選び，試料として用いた。

値はフードプロセッサーで細断後，ガーゼで搾っ

た試料液をデジタル糖度計（アタゴ ）で測定し，

アスコルビン酸含量はミキシング試料 に ％メタリ

ン酸 を加えホモジナイズ後，濾過した試料液を

フレックスで測定した。なお，測定は 日間隔で週

回，収穫当日に行った。

本報ではハウス立茎栽培における 月の若茎を春

芽，立茎後の 月下旬 月にかけての若茎を夏芽と表

記した。
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グリーンアスパラガスのハウス立茎栽培及び露地普通栽培において， ガインリム と ウェルカム の

品種を供試し，収穫若茎の 値及びアスコルビン酸含量を経時的に測定した。品種間の比較では， ガ

インリム の方が両作型，全収穫期間を通して， 値，アスコルビン酸含量ともに高い値を示した。作

型・収穫時期で比較すると， 値，アスコルビン酸含量ともにハウス立茎栽培夏芽 ハウス立茎栽培春

芽 露地普通栽培の順に高くなる傾向にあり，明らかな変動が認められた。作型や収穫時期によって萌芽に

用いられる養分の供給源が異なること，若茎の伸長速度が大きく変化することが変動要因として考えられ

た。また，ハウス立茎栽培では，立茎本数 本 株と 本 株についても 値，アスコルビン酸含量の比

較を行ったが，この処理水準間では 品種ともに収穫期間を通して差は認められなかった。
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結 果

．ハウス立茎栽培の立茎本数が若茎の 値および

アスコルビン酸含量に与える影響

品種ともに若茎の 値，アスコルビン酸含量の

全収穫期間平均に立茎本数による処理間差は認められな

かった（図 ，図 ）。また，収穫時期別にみても立茎

本数による処理間差はみられなかった（図省略）。

立茎本数処理間に差が見られなかったため，以下，

本区， 本区を込みにしてハウス立茎栽培の測定値とし

て扱った。

．若茎の 値およびアスコルビン酸含量の経時変

動

値

ウェルカム における 値の推移を図 に示し

た。ハウス立茎栽培では調査を開始した 月中旬から春

芽収穫打ち切りの 月中旬まで緩やかに減少し，夏芽収

穫期間中は ％の間で推移した。露地普通栽培では

月上旬の収穫開始から 月下旬の収穫打ち切りまで

徐々に減少した。ただし， 値の変動幅はハウス立

茎栽培，露地普通栽培を合わせても ％の範囲であ

り、両作型の全収穫期間の変動係数は共に （％）で

あった。

ガインリム でも ウェルカム とほぼ同様の経時

変動となったが（図省略）， ガインリム の方が ウェ

ルカム よりも平均値，最低値，最高値，全てにおいて

高い値を示した。また， 品種ともにハウス立茎夏芽

ハウス立茎春芽 露地普通の順に高かった（表 ）。

アスコルビン酸含量

ウェルカム におけるアスコルビン酸含量の推移を

図 に示した。ハウス立茎栽培では春芽収穫開始の 月

中旬に調査期間の中で最高値（ ）を示

し，春芽収穫打ち切りの 月中旬まで徐々に減少した。

夏芽収穫期間では収穫期間を通して，その大半は

の範囲内で変動した。露地普通栽培では

日別変動が大きく一定の傾向は認められなかったが，そ

の多くは の範囲内であった。両作型

の全収穫期間の変動係数はハウス立茎栽培で
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表 作型，収穫時期による若茎 値の差異

品 種 作 型 時期
平均値最低値最高値

（％）
ウェルカム ハウス立茎 春芽

夏芽
露地普通

ガインリム ハウス立茎 春芽
夏芽

露地普通

図 ハウス立茎栽培における立茎本数が若茎
値に与える影響

注）全収穫期間の平均値。縦線は標準誤差を表す。

図 ハウス立茎栽培における立茎本数が若茎
のアスコルビン酸含有量に与える影響

注）全収穫期間の平均値。縦線は標準誤差を表す。

図 ハウス立茎および露地普通栽培における

若茎 値の推移（ ウェルカム ）



（％），露地普通栽培で （％）となり、共に 値の

値より大きかった。

ガインリム でも ウェルカム とほぼ同様の経時変

動となったが（図省略）， 値と同様に ガインリ

ム の方が ウェルカム よりも平均値，最低値，最高

値，全てにおいて高い値を示した。また， 品種ともに

ハウス立茎夏芽 ハウス立茎春芽 露地普通の順に高か

った（表 ）。

考 察

．ハウス立茎栽培における立茎本数が若茎の 値

およびアスコルビン酸含量に与える影響

値，アスコルビン酸含量ともに立茎本数処理間

に明確な差は認められなかった（図 ，図 ）。立茎本

数が異なると春芽収穫時の株養分量（前年の株養成量）

や夏芽収穫時の同化養分量に差が生じ，若茎内部成分も

なんらかの影響を受けると推察されたが，本試験処理の

範囲では， 値，アスコルビン酸含量については影

響を受けないと考えられた。

．若茎の 値およびアスコルビン酸含量の経時変

動

アスパラガスの春期の萌芽は前年の秋に貯蔵根に貯め

た養分を用いており，収穫が進むにつれて貯蔵養分は減

少すると報告されている ））。ハウス立茎栽培の春芽収

穫では 値およびアスコルビン酸含量が，また，露

地普通栽培では 値が収穫開始から収穫打ち切り時

期まで徐々に減少する傾向が認められ、根株の貯蔵養分

量によって若茎の 値やアスコルビン酸含量が変動

する可能性が考えられた。一方，ハウス立茎栽培の夏芽

収穫の 値とアスコルビン酸含量は日別変動が大き

く，明らかな増加傾向や減少傾向は認められなかった。

立茎栽培の夏芽は親茎（立茎作業で残した茎）の同化養

分で生長するとされているが，同化養分の供給量は天候

条件によって大きく左右されると推察され，気象条件に

よる同化養分の供給量の変動が夏芽の 値及びアス

コルビン酸含量に影響を与えたと考えられた。

作型・収穫時期の比較では， 値，アスコルビン

酸含量ともにハウス立茎夏芽 ハウス立茎春芽 露地普

通の序列が認められた。この序列を生じさせる要因とし

ては，上記のように収穫時期により萌芽に用いる養分供

給源が異なることがあげられるが，若茎伸長速度の温度

反応も一要因として考えられた。アスパラガスの若茎は

高温ほど一日当たりの伸長量が大きくなると報告されて
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図 ハウス立茎および露地普通栽培における若
茎のアスコルビン酸含量の推移（ ウェルカ
ム ）

表 作型，収穫時期による若茎のアスコルビン
酸含量の差異

品 種 作 型 時期
平均値最低値最高値
（ ）

ウェルカム ハウス立 茎春芽
夏芽

露地普通
ガインリム ハウス立茎 春芽

夏芽
露地普通

表 萌芽から収穫までの必要日数と平均温度

品 種 作 型 時期
測 定 日

月 日 月 日 月 日 月 日
ウェルカム ハウス立茎 春芽 日（ ） 日（ ）

夏芽 日（ ） 日（ ）
露地普通 日（ ）

ガインリム ハウス立茎 春芽 日（ ） 日（ ）
夏芽 日（ ） 日（ ）

露地普通 日（ ）

注） 前後に達した若芽を萌芽開始とし、規格基準である に達するまでの必要日数を調査。 規格若芽（
本）を対象に各品種・各作型で 本の若茎長を測定して日数を算出した。（ ）内はそれぞれ測定開始日から
到達前日までの平均気温を表す。



おり ）），実際，ハウス内の気温が高くなるハウス立茎

栽培夏芽では萌芽から規格の長さに到達するために要す

る日数が露地普通栽培・ハウス立茎栽培春芽の半分程度

であった（表 ）。また，若茎伸長速度の温度反応は露

地普通栽培とハウス立茎栽培春芽の間にも見られ，気温

が低い露地普通栽培の方が収穫までの日数が長かった。

収穫までの日数が長くなる作型・収穫時期の方が 値

とアスコルビン酸含量の値が高くなる傾向にあり，若茎

の 値およびアスコルビン酸含量は若茎の伸長速度

により説明できる可能性が示唆された。

．若茎の 値およびアスコルビン酸含量の品種間差

両作型，全収穫時期において 値，アスコルビン酸

含量ともに ガインリム の方が高かった。アメリカで

育成された ウェルカム ，オランダで育成された ガ

インリム は異なる外観形質を有しており，育種素材の

相違を反映している可能性があるとの報告がある ）。実

際，著者らもこれら 品種のアントシアニン着色，茎色

の濃淡に品種間差があることを確認しており，本試験に

よって 値とアスコルビン酸含量等の内部品質に関し

ても明瞭な品種間差があることが示された。
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